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そ
ん
な
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が
待
ち
遠
し
い
）

もくじ

檸嚇ハ
ヘ

３〈未来を担う若者＞

収入を上げゆとりある労働を
南依砺第二佐々木大輔ざん(26歳）

４－参事就任あいさつ

５－〈組合長日誌＞

経営の充実､確立を目指して

６根室管内Ｂ＆Ｗショウ

７－全道Ｂ＆Ｗショウ
８－〈営農技術＞

ゆとりある農作業で

良質粗飼料を収穫しよう

９－〈わが家の人気者＞

はずかしがり屋のやんちゃっ子
１１M岡佐藤信浩〈ん(2朧4カ月）

１０－１１－地区畜牛品評会開催される
１２－第25回農協酪対通常総会

PE瑠緊曰1F, 河Ⅱ「 Jｑ 

蕊鍵蕊
己ｐＧ

Ｗｌ。 伯爵まつりいも植え終了する1２ 

鰊 １４－理事会の経過

'５農協機構図と職員配置図
１６－〈暮らしの知恵袋＞

肩こりを防ぐために

'７第２回青空魚市開催

凸面

矢印ご

。
■

,ノ

【

１８～１９－今月のフオトアルバム
１Ｊ 

５月の組合日誌?［ 

２ 



olilliⅢｌｌｌ 
ｈｆ 
Ｌい『
｜:;ji 

ll1lltl 
llj鑿
！：w 

i1L■F 
,;しii；

鴬！

騨鑪蕊騨溌

蝿
',！'， 

南俵楠第二佐々木大輔さん(26歳）
P 

大
輔
さ
ん
は
、
俵
橋
地
区
で
絲
営
Ⅲ

積
約
面
稀
に
乳
牛
約
百
Ⅵ
十
頭
を
飼
養

す
る
酪
農
専
業
農
家
、
佐
々
木
政
行
さ

ん
の
後
継
菅
で
す
．

人
輔
さ
ん
は
、
川
人
兄
弟
の
長
男
で

俵
橋
小
学
校
、
広
陵
中
学
校
、
中
標
津

高
校
に
進
み
、
将
来
、
後
継
者
を
め
ざ

し
、
北
海
道
立
農
業
大
学
校
に
進
学
し

〆■Ⅱ
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良男･恵太<人を抱く、二ぼんのうな大輔さん

二
年
間
、
農
業
の
蕊
礎
知
識
は
無
論
、

人
工
授
精
師
、
削
蹄
師
な
ど
多
く
の
資

裕
を
取
得
し
、
卒
業
後
家
業
に
就
い
て

い
ま
す
。

経
営
に
加
わ
っ
て
約
六
年
、
今
ま
で

の
牛
舎
も
狭
く
な
り
、
施
設
も
古
く
な
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
＋
名
川
に
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
（
自
作
）
と
八
頭

ダ
ブ
ル
、
ヘ
ン
リ
ポ
ー
ン
ミ
ル
キ
ン
グ

パ
ー
ラ
ー
を
建
設
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
で
は
細
荷
数
、
体
細

胞
な
ど
の
乳
質
が
向
上
し
た
だ
け
で
な

く
、
労
働
力
の
半
減
な
ど
成
果
が
現
わ

れ
て
来
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

将
来
的
に
は
塊
在
の
二
倍
の
乳
量
、

愚
労
働
潅
Ⅱ

kＦＹｉ 

年
間
一
千
‐
・
》
以
上
を
Ⅱ
標
に
収
入
を
ｋ

げ
、
ゆ
と
り
あ
る
労
働
を
し
て
付
き
た

い
と
濡
す
大
輔
さ
ん
で
す
。

ま
た
、
先
Ⅱ
打
月
二
十
七
Ⅱ
に
次
出

泰
斗
（
た
い
と
）
淵
が
生
ま
れ
、
父
親

と
し
て
、
家
族
の
姫
と
し
て
今
ま
で
以

上
、
は
り
き
る
大
輔
さ
ん
で
す
。

ダ



五
月
始
め
ま
で
の
好
天
が
一
転
し
、

そ
の
後
は
低
温
続
き
と
昨
年
と
似
た
よ

う
な
春
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

六
月
以
降
は
、
是
非
天
候
の
回
復
を
と

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
私
、
こ
の
た
び
沢
田
参
事
の
退

職
に
伴
い
、
過
日
開
催
の
理
事
会
に
於

い
て
参
事
に
選
任
さ
れ
、
お
引
受
け
致

し
ま
し
た
。

農
業
情
勢
に
つ
い
て
、
乳
価
の
値
下

げ
や
で
ん
粉
な
ど
畑
作
物
価
格
の
低
迷

及
び
こ
れ
に
対
す
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
へ

の
課
題
、
ま
た
農
協
迎
営
に
つ
い
て
も

フ
ー
ズ
後
の
財
務
改
霄
、
各
事
業
の
伸

び
悩
み
傾
向
、
Ａ
コ
ー
プ
店
舗
の
建
設
、

ざ
ら
に
で
ん
粉
Ｔ
場
問
題
、
農
協
合
併

に
関
す
る
こ
と
な
ど
課
題
山
積
の
中
で
、

組
什
員
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
や
負
託
に
応

え
る
と
い
う
責
務
の
重
大
さ
を
、
新
め

て
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

農
協
は
、
組
什
員
の
皆
様
の
営
農
生

』iliiil1ii,i,，i''''illiill 
就
任
の

ご
あ
い
ろ
つ

産
旙
動
か
ら
生
活
ま
で
の
過
程
に
つ
い

て
、
各
種
事
業
の
展
開
に
よ
っ
て
補
完
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
農
協
、

農
業
は
過
去
多
く
の
組
合
貝
と
諸
先
輩

達
の
大
変
な
苦
労
と
努
力
に
よ
っ
て
築

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
川
に
命
じ
、
さ
ら

に
一
卜
｜
枇
紀
に
向
け
皆
様
共
々
こ
れ

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
今
日
の
私
肚
（

仁
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
存
じ
ま
す
。

ご
存
知
の
辿
り
の
蒋
裁
非
力
な
私
で

す
が
、
組
合
長
を
始
め
全
役
員
の
ご
指
導

ご
鞭
擴
と
、
組
合
員
の
侍
様
の
ご
慌
導
ご

協
力
を
戴
き
な
が
ら
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
沢
Ⅲ
前
参
事
同
様
よ

ろ
し
く
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
巾
し
Ⅲ

げ
ま
す
。
ま
た
職
員
体
制
に
つ
い
て
、
六

Ⅱ
ｌ
ｎ
付
で
異
動
を
行
な
い
、
将
来
も

兄
掘
え
儒
様
の
期
待
に
添
え
る
よ
う
致

し
ま
し
た
．
組
合
員
の
脊
様
に
は
、
こ

の
点
に
つ
い
て
も
特
段
の
ご
理
解
を
お

願
い
巾
し
上
げ
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

中
標
津
町
農
業
協
同
組
合

参
事
南
田
昭
廣

イーｈ
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ｎ
航
に
絲
を
増
す
今
日
こ
の
頃
、
組

合
目
（
の
皆
様
に
は
本
格
的
な
農
繁
期
を

迎
え
、
ご
多
忙
な
蹄
、
と
存
じ
ま
す
。

私
こ
と
こ
の
度
、
長
年
お
阯
話
に
な

り
ま
し
た
農
協
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

今
日
ま
で
組
合
回
以
濡
様
を
は
じ
め
、
滕

代
の
役
職
員
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
厚
情

を
い
た
だ
き
な
が
ら
職
務
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
誠
に
あ
り

が
た
く
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
二
十
九
年
農
協

に
奉
職
以
来
、
四
十
数
余
年
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
当
幌
支
所
、
鵬
落
支
所
を
は

じ
め
農
協
事
業
の
ほ
と
ん
ど
の
部
門
を

拙
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
組
合

員
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
に
よ
り
、

都
度
発
展
を
遂
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
中
に
微
力
な
が
ら
皆
様
の
一
助
と

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

ｉｆ侈亨､、

退
任
に
あ
た
り

し
て
寄
与
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
私
の
鼓
も
喜
び
に
樅
え
な
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

農
業
、
農
協
を
取
り
ま
く
環
境
は
一

段
と
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
激

動
す
る
環
境
に
屈
す
る
こ
と
な
く
組
合

員
と
役
職
凶
の
皆
様
が
、
更
な
る
意
志

の
結
集
を
同
叺
析
た
な
飛
躍
に
向
け

着
実
に
発
嵯
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
皆
様

と
役
職
貝
杵
様
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご

雄
勝
を
祈
念
巾
し
上
げ
、
退
職
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

中
標
津
町
農
業
協
同
組
合

前
参
事
澤
田
哲
朗

" 



牧
場
が
緑
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
牛

育
が
思
わ
し
く
な
く
、
天
候
が
気
に
な

る
今
日
こ
の
頃
と
な
り
ま
し
た
。

二
Ｌ
か
し

辛
夷
の
花
の
多
く
咲
く
年
は
血
豆
作
の

前
兆
と
か
い
わ
れ
、
桜
の
花
も
例
年
に

比
べ
早
く
咲
き
ま
し
た
。
以
後
、
低
温

が
続
き
化
は
散
る
こ
と
も
な
く
、
長
い

期
間
咲
い
て
い
ま
し
た
。
桜
の
花
が
長

く
咲
い
て
い
る
年
は
不
作
と
の
い
い
伝

え
も
あ
っ
て
、
事
あ
る
毎
に
期
待
と
心

配
の
交
差
す
る
農
業
で
あ
り
ま
す
。

三
十
一
枇
紀
を
控
え
て
農
業
、
農
協
、

地
域
、
個
別
経
営
の
充
実
、
確
立
を
目

指
し
て
、
六
月
一
日
よ
り
機
鱗
整
備
と

人
事
異
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

機
構
に
つ
い
て
は
、
籠
活
店
舗
課
を

生
活
部
と
し
て
独
立
さ
せ
、
五
部
制
に

し
ま
し
た
。
来
年
の
移
転
、
新
築
を
念

頭
に
お
き
、
店
舗
規
模
、
売
り
ｋ
げ
目

標
、
人
員
配
置
、
管
理
等
々
、
課
題
が

多
く
あ
り
、
職
務
権
限
、
責
任
体
制
、

機
能
性
の
充
実
を
図
り
、
目
標
達
成
の

出
来
る
様
な
体
制
と
し
ま
し
た
．

ま
た
、
金
融
共
済
課
を
分
離
し
ま
し

た
。
而
課
共
に
収
洗
規
模
も
拮
抗
す
る

》
経
営
の
充
実
一
へ
確
立
を
目
指
し
て
い

大
、
新
規
投
査
か
増
加
し
て
お
り
、
扣

談
課
と
連
携
を
と
り
つ
つ
、
ス
ム
ー
ズ

な
事
業
の
笈
施
、
実
現
を
計
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

生
産
部
で
は
流
通
促
進
係
を
酪
農
課

ま
で
に
な
り
ま
し
た
の
で
杣
な
さ
せ
、

よ
り
一
段
上
の
目
標
を
設
定
、
達
成
出

来
る
様
に
分
離
蕊
剛
し
ま
し
た
。

営
農
部
に
お
い
て
は
鍵
盤
終
備
係
を

新
設
し
ま
し
た
。
近
年
補
助
事
業
の
拡

「 、●会月のたより……
凉疏

長曰誌
代表理事組合長

みず４m#．、⑨罰

し三友盛行
に
所
属
さ
せ
、
乳
製
品
工
場
、
ミ
ル
ク
ロ

１
ド
な
ど
と
連
携
を
と
り
、
地
元
特
厳
肋

の
よ
り
多
角
的
な
販
売
と
将
米
に
備
え

ま
し
た
。

停
年
の
六
十
歳
延
長
に
伴
う
措
攪
と

し
て
、
肛
十
五
歳
以
降
の
役
職
離
脱
が

あ
り
ま
す
が
、
今
回
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
審
査
役
、

考
査
役
、
調
査
役
者
が
出
ま
し
た
。
ラ
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Ｐ⑪ 

鱸
とつ笑いご噌お合力課経１]IiMlあい多ｍ］場の誕だののイ
ーデ、ま迷、今願旦をを鴬：'１織部’）肯く衿とと｜｣|ごりｚ今き育豊ン-呉

liliの雁す惑減｜''｜いの繭１１のがののま農に地なな代しｌｌ'’た成富椛

騨斎力;鰍典纐lii獺lill'鵜兄Ｌ梛］えるり交霞はいも葱'鵬
Iiiii綱騨灘鯛｝純庭繍識輸麟

零騨騨i蝋;無
とら会Ｍｎ膿み難↑三し業ム|ミま

解逝充忠と代Wmi鰍Ｍ＆Ｌ激しのＪ臘典激た人で多応亨｛･のを職多いいま

しク



根
室
管
内
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ヨ
ウ

改
良
の
成
果
を
競
う

凶一一一象回

Wｌ 

Ｆ
一
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
か

か
ら
も
こ
１
四
頭
が
出
品
さ
れ
、

蔀
鵜
洲
鱸
織
綱
鵬

場
と
し
て
も
有
意
義
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

審
査
員
に
は
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

改
良
協
議
会
長
の
惣
旧
和
雄
氏
が
当
た

り
、
ジ
『
一
一
一
ア
シ
ョ
ウ
ク
ラ
ス
か
ら
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
戦
ま
で
講
評
を
交
え
、
ス

乳
牛
の
優
美
さ
と
改
良
の
成
果
を

競
う
根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
政
・
良
協
議

会
（
弾
箙
原
正
会
長
）
主
催
に
よ
る
、

平
成
九
年
根
室
ブ
ラ
ヅ
ク

鷺
騨
｝
鵬

肥
選
び
抜
か
れ
た
乳
牛
行
一
一

コ
Ｉ
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
）

』
ｂ
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会

か
ら
も
－
－
１
四
頭
が
出
品
さ
れ

餉
搬
洲
鰄
》
噸
灘

I管ﾛ、

ピ
ー
テ
ィ
ー
な
審
査
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

審
査
の
結
果
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
は
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ

ァ
ー
ム
ゴ
ー
ル
ド
エ
ル
ビ
ナ

号
（
宗
像
宏
充
氏
〒
巾
春
別
、
リ

ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
、

ア
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
レ
イ

号
（
鹿
野
．
博
氏
）
計
根
別
、
ジ

ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
、
エ
ク
セ
ル

Ⅲ
』
デ
リ
ラ
号
（
久
保
剛
氏
）

一
忌
翻
譲
議

シ
Ｐ

伊、

中シユダデザ
標アニ｜イ１ ＪＡ中標津出品牛上位入賞牛（上位３位）JArlT標i=|よ｛|',品蝋数24頤

２部２位マドキャ､ﾘブタイローインデオー

２部３位ハゾピーベルマダムピクト'｣ア

３部２位アースイーストデコールミスティ

４部Ｌ位エクセルシアＭＪテリラ

４部２位ハッビーラントゴールドトリプルマリー

８部２位カウンテスレディアストロアンナ

１０部２位ハピイイーストチルダダニエノレプレリュード

l]部２位アースイーストネソlごゴールド

12部1位マネーチャイルドドニールジャスティン

12部３位ハッピーランドク'｣スタンジャスティンスギ

ジュニアチャンピオンエクセルシアＭＪデリラ

リザーブシニアチャンピオンアースイーストネッドゴールド

森千秋

久保liIll

佐々木昭雄

久保１Ｍリ

編|i鳴信iMi

今ル靖澗

細村稔

佐々木昭雄

佐々ノド昭雄

福嶋信博

久保剛

佐々木llH雄

津
、
リ
ザ
ー
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
、
ワ
イ
ダ
プ
リ
ュ
ー
ヱ
フ
エ
リ

ザ
ベ
ス
ア
パ
ソ
チ
サ
（
渡
部
義
巾
氏
）

Ｗ
春
別
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

" 



北海道ブラック
－－ｅ 
ホワイトショウ

中
標
津
よ
り
六

全
道
か
ら
二
百
頭
出
品

鈩罰

《（縄・『認
舘
偲咄ロ錘

用も

珀

○型当

Ｐ
』

､７ 

℃字二

Ｏ 

角②

￣￣ 

磐再

且ｎｒ

ＩＢ－■鹿山」＃ 

Ｆ
Ｌ
 

全道から200頭が集まったＢ＆Ｗショウ 頭
が
出
品

’
九
九
七
年
北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ

ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
が
爪
、
二
十
川
Ⅱ
、
早

来
町
の
士
道
共
進
会
場
に
て
二
百
頭
が
川

口
山
審
査
員
は
カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
の

カ
ラ
ム
・
マ
ッ
キ
ン
ベ
ン
氏
に
よ
り
一
部

か
ら
十
ｈ
部
の
支
庁
対
抗
ま
で
、
ス
ヒ

ー
デ
ィ
ー
チ
裟
菓
具
が
行
意
わ
れ
ま
し
た
。

中
標
沌
か
ら
人
頭
が
出
品
（
根
峯
管

内
二
十
四
頭
）
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
サ
ニ
ー
リ
ッ
ジ
ビ
ー
ブ
イ

ロ
ー
ヤ
ル
テ
ィ
号
（
北
村
、
堤
俊
明
氏
）

グ
ラ
ン
ド
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

小
春
別
よ
り
出
品
の
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
ー
ム
ゴ
ー
ル
ド
エ
ル
ビ
ナ
号

（
小
春
別
、
宗
像
宏
充
氏
）
が
獲
得
、
ジ
ュ

ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
ハ
ッ
ピ
ー
ペ
ル

サ
イ
ク
ロ
ン
キ
ャ
ン
デ
ィ
号
（
長
沼

川
、
福
屋
和
弘
氏
）
が
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

小
標
津
よ
り
出
品
の
成
績
は
次
の
遮
り

で
す
。

召■５９

蕊
全道ブラック＆ホワイトショウ中標津の成績

２部23位サニーデールベルオブネリー

２部28位ラソクパレーハイライトコブシー

３部２位アースイーストデコールミスティ

４部８位エクセルシアＭＪデリラー

６部２位アースイーストイーグルブローカー

10部５位

ハピィイーストチルダダニエルプレリュード

Ｉiii'Ⅸ原「]：

隅村稔

佐々木昭雄

久保剛

佐々木}[H雄

腕ｑａｓＬ切一604ﾏ
品Q汐

隅付稔

〆



酪
農
家
に
と
っ
て
は
、
｜
年
の
正
念

場
で
あ
る
一
番
牧
草
の
刈
取
り
シ
ー
ズ

ン
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

粗
飼
料
の
砧
質
は
収
穫
時
の
犬
気
し

だ
い
と
も
見
え
ま
す
が
、
出
来
あ
が
り

を
兄
る
と
農
家
間
の
肺
質
は
大
き
く
異

な
り
、
ワ
ザ
の
差
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

天
気
ま
か
せ
と
あ
き
ら
め
な
い
で
、

牧
草
収
穫
や
粗
飼
料
調
整
技
術
を
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
、
経
営
安
定
の
第
一

歩
と
傷
え
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

｜
、
機
械
点
検
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク

収
穫
般
艦
期
で
の
ト
ラ
ブ
ル
発
牛
は

あ
せ
り
の
元
で
す
。
半
年
以
ｆ
も
し
ま

っ
て
お
い
た
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
や
ロ
ー
ル

ベ
ー
ラ
ー
は
充
分
庄
川
Ｌ
、
損
耗
が
な

い
か
早
口
に
点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

肥
料
ま
き
で
慨
ら
し
運
転
し
た
体
も
、

ｎ
度
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
な
い
、
農
繁

期
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

ゆ
と
り
あ
る
農
作
業
で

良
質
組
飼
料
を
収
穫
し
よ
う

｜
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

図１チモシー１番草における栄菱価と乾物摂取量(ｇ/k90.75）の推移
〔1【砿８(｢､御TrIl帝l縄(峨嶋）
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一条褒価(ＴＤＮ％）
一・一一乾物摂取舟

6/1０１５２０２５３０７/５ 
刈り取り月日
平成６年２年目草地(高温年）

6/1０１５２０２５３０７/５ 

刈り取り月日
平成７年２年目草地
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は
、
た
だ
い
ま
二
歳
の
元
気
（
子
。

初
対
面
の
人
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
苦
手

で
、
と
っ
て
も
は
ず
か
し
が
り
屋
さ
ん

と
い
う
カ
ワ
イ
イ
而
も
あ
る
の
で
す
が
、

家
の
中
で
は
、
オ
モ
チ
ャ
の
末
で
定
っ

お
外
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
だ
と
い
う

佐
藤
久
見
さ
ん
宅
の
長
男
・
信
浩
く
ん

た
り
、
ボ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
と
、
と
に

か
く
元
気
ノ

い
ざ
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、
は
ず
か

し
そ
う
に
す
る
所
が
、
ま
た
カ
ワ
イ
イ

アョ

■￣mｒ 

豊岡地区佐藤久見･ロリーダさんご夫妻

長児信浩くん(2歳４カ月）
一､

仕
事
の
お
手
伝
い
も
す
る
そ
う
で
す
。

お
父
さ
ん
の
「
金
魚
の
フ
ン
」
と
家

族
に
言
わ
れ
る
信
浩
く
ん
で
す
が
、
大

好
き
な
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
や
さ
し
い
パ
パ
と
い
る
と
楽
し

い
事
が
い
っ
ぱ
い
な
の
で
す
。

ま
た
外
で
遊
ぶ
の
も
日
課
の
ひ
と

つ
で
、
お
母
さ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

目
を
ぬ
す
ん
で
外
に
出
る
の
も
お
得
意
。

｜
｜
～
二
Ⅱ
前
も
、
牛
の
い
る
牧
草
地

に
入
り
こ
ん
で
い
て
、
お
母
さ
ん
の
ロ

リ
ー
タ
さ
ん
も
ビ
ッ
ク
リ
ノ
．

ま
た
、
と
め
て
あ
る
車
に
の
り
こ
ん

の
で
す
Ｅ

そ
ん
な
、
信
浩
く
ん
の
涼
Ⅱ
の
楽
し

み
は
、
牛
舎
へ
行
く
事
。

朝
起
き
る
と
、
お
父
さ
ん
の
後
を
追

い
か
け
る
よ
う
に
、
牛
舎
へ
行
き
、
お

戸Ｒ

編
ｕ
元
気
に
お
外
で
遊
ん
で
、
☆

く
さ
人
大
き
く
な
っ
て
ね
。

で
、
運
転
の
真
似
っ
子
を
Ｉ
）
た
り
す
る

の
が
大
好
き
な
の
で
す
が
、
以
前
、
お

戯
さ
ん
の
車
の
カ
ギ
を
と
っ
て
、
失
く

し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
事
件
を
起
こ
し
た

事
も
あ
る
、
い
た
ず
ら
っ
子
な
の
で
す
。

い
た
ず
ら
っ
子
な
の
で
す
。

「
将
来
は
農
家
に
な
っ

て
ほ
し
い
け
ど
、
今
は
こ

の
ま
ま
順
調
に
青
（
て
く

れ
れ
ば
…
」
と
話
す
ロ
リ

１
タ
さ
ん
。
そ
ん
．
な
お
吐

さ
ん
の
気
持
ち
皿
り
、
動

物
が
大
好
き
で
活
発
に

ス
ク
ス
ク
育
っ
て
ま
す
。

米
年
か
ら
は
、
保
育
所

に
通
う
信
浩
く
ん
。

納皀ととうふが大好物なのです

.， 



地区畜牛品評会開催される
,A虜

各地区酪農対策協議会が主催す

る畜牛品評会が５月26日、俣落地

区を皮切りに６地区で開催されま

した。

地区品評会は、乳牛改良、地域

の牛まつりとして、農繁期前の地

域交流、親睦を深める場として、

ゲーム、アトラクションなど焼肉

を囲んで交流会が行なわれました。

各地区品評会上位入賞牛は次の

彌りですべ

'語、

開暢地区での品評会

（ 

、
’
ノ第48回俣落地区畜牛品評会

開催日
審壷員

５月261」出品総頭数29頭
石原俊一氏（ＨＬＩＡ）

各部１等賞入賞牛

部 名 号 出品者 首

］マウントリーアスターセンセーション 秋山久雄

２シルフィードアスターセルス |l｣崎幸雄 ＪＲＣ 

３ ウオールナッツセンーミャクリスタ＞ 遠藤昭男

シルフィードロミックブローカー４ ||]崎幸雄 ｌＣ 

５ユリアナチーフマーク 藤旧誠ＲＣ
￣ｈ 

６リヅフ・チェンローテートネッティ I鰹田晋

７アライアンスパークアンテンペーション 上村重)［ ＧＣ 

） （ 第28回俵橋地区畜牛品評会
開催Ｈ
審査員

５１｣３０１=ｌｌｌｌＩ１ＨＨ,総頭数34頭

竹田秀臣氏（JＨＢＳ）各部１等営入営牛

部 名 号 出品者

圏
貝

］アースイーストアスターネロソドゴールド 佐々木昭雄

２１アースイーストイーグルサン 佐々木lWW雄

３センターリパースウィートウエンディ '|U|’将

４アースイーストデコールミスティ 佐々木昭雄ＪＣ

５ハッビーランドアストリアクリンス 福嶋信lIhi

６フレンドリークリスチナスターダム l｣下芳昭 ＳＣ 

７ハッピーランドアストロクリンス 福嶋，信iilii

プグ

部 名号 出品者 賞

マウントIルーアスタ・‐センーごション 秋[[：久雄

２ シルフィードアスターセルス :!;崎率 ｉＲＣ 

３ ウオールナッツセンーミャク:ﾉスタン 遠藤昭男

４ シルフイードロミックブローカ･－ :;]崎幸 」Ｃ
￣ 

し■､

ﾐノ ニリアナチ･――フマーク 藤;1１誠 ＲＣ 

６ リッフ゜チェンロ・‐テー‐トネッティ 藤ｉＨ

７ アライアンスパークアンテンペーション 上村童)上 ＧＣ 

部 名号 出品者 『&当１
房’

アースイース アスタ・‐ネッドゴールド 佐々ｲ､Ｅ昭雄

アースイ・ス イーーグルサン 佐々木昭雄

センター‐リパ スウィートウニ デイ ;:リ;Ｉ将

アースイ・－ス デコ・・ルミステ 佐々木昭雄 ＪＣ 

ハツど・ラン アストリアクリ ス 福嶋信博

フレンドリ クリスチナスターー ム '二「「芳昭 Ｓｃ 

ハッピーーラン アスト「ﾜクリン 福嶋，信梛



(第30回第２俣落地区畜牛騰震
開催日
審査員

５月３１日出品総頭数28頭
石原俊一氏（ＨＬＩＡ）各部１等賞入賞牛

部 宅 号 出品者

芦
員

ｌリバービレッジチャールズホープマーク 川村煎之ｊＲＣ

２サニーデールベルオブネリー jll【Ⅱ邑原正ＪＣ

３リバーピレッジフ゜リンセスチャールズマリー 川村尊と

４サニーデールフーローカースター 弾正匝下

５ニューパースネプチューンリンカーン 保科一峰

(第28回武佐地区畜牛品評会）
開催Ｈ
審査員

５月３１日出品総頭数25頭
竹田秀臣氏（ＩＨＢＳ）各部１等賞入営牛 褥窄、

部 名 号 出品者

吉
冒

ｌスノーフ゛_ツスウィートフヨリンセス 舟橘信一

２クレセントクイーンジェド 工藤賢司

３ファーストブライトスターシアＥＴ 山中・世一ｌＪＣ

４ローヤルセルティックジャズ 寺嶋淳一

５１レディプレリュードスパープＥＴ 舟橋信一 ＲＣ 

６１クリストミスティカノレエパ 工藤賢司

（ 

、
ノ第28回中標津地区畜牛品評会

附朧[１
審議員

６月lnlLlJ,品総頭数19頭
若原嘉氏（ＨLIA）

各部１等賞入賞牛

部 宅 号 出品者

轡貝

ｌエクセルシアエレン 久保、I

gへ２エクセルシアジュエリー 久保剛ＪＲＣ

３マドキャッフ・タイローインデオ 森千秋ＴＣ

４エクセルシアＭＪデリラー 久`係｜M１

５レスポワールクリスタルリンカーン 阿部文雄

(第45回

、
ノ開陽地区畜牛品評会

|淵催上Ｉ
審査員

６Ｈ３ｐＬ['1品総頭数18頭
石原俊一氏（ＨＬＩＡ）各部１等賞入賞牛

部 名 号 出品者

告
目

フラヮーアッフフレリンカーン］ 雄弁一路 ＩＲＣ 

ロ アパッチミッシニル 斉藤和広

３カウンテスレディテナントルルＥＴ 今｝|ユ靖清

４クレセントミードアライアンス 斉須清志 ＪＣ 

５１フイニィスターダムカレニーナ 今ル靖清

ダダ

部 名号． 出品者 賞

ｿパーーピレッジチャールズ永…プマーク ):|村煎之 」ＲＣ

２ サニーデ、ルベルオブネリー jll【Yi：原正 ＪＣ 

３ iﾉﾊﾟｰ．ごレッジう゜ノンセスチャールズマリー 》:i村尊之

４ サニーデ・ルプTf-カースター‐ ﾂﾞlim：際ｉｌｉ

r） －雷.－パーースネプチ::.・ンリンカーン 保科．峰

部 名号 出品者 賞

スノブーツスウィ・卜プリンセス 舟橘信一一

２ クレセントクイーンジェト 」:藤賢司

３ フアストブライトスタ・‐シアＥＴ 山〔：世. ＪＣ 

４ ロ・‐ヤルセルテイックジャズ 寺嶋淳一

５ レディプレ:ノュ．.lミスパープＥＴ 舟一橋信一 Ｓｃ 

６ クリストミスティカルエバ ｱ.Z藤賢両：

部 名号 出品者
ｵﾋﾆﾖ１ 

J三１

エクセルシア、ニレン 久保剛

２ エクセルシアジュニlルー 久保｜#I： ＪＲＣ 

３ マドキャップタイローインデオ 森千秋 ＪＣ 

４ エクーィHルシアＭＪテ゛iﾉラー 久|采剛

５ ﾚｽﾎﾟﾜｰ･ﾙｸ:ﾉｽﾀﾙIノンカ･-．ン 阿部文雄

部 名号 出品者 賞

フラワ・‐アップ7レリンカーン 笠ｦ|ユー路 。ＲＣ

２ アパッチミッシェル 斉藤和広

３ カウンテスレディテナントルルＥ'入、 今｝|：靖清

』＿̄
 クレセン１，ミ．.!§アライアンス 斉須清志 ＪＣ 

５ フイニィスターダムカレニーナ ル靖清



第25回農協酪対通常総会

第25回農協酪対通常総会が５月１３日、農協大会議室で

開催されました。

活
動
の
展
開
を
確
認
す
る

一テーーョヨーニ

う略引物れ
迎農き政ま総
動家下策し会
にのげ｜、たで
力実ら格かは
点態肛運、提
ををた動中Ｈ１，
霞よ鵲ｌこで議
いりにおも案
たＨ１ｌ危い、傘
i円解機て本件
勤し感、年が
のてを乳の承
展もｉｎｌｌｌｉ帯認
|#］らめがＩ壷さ

〆=、

活動の展開などが議論された酩対総会

な査っと検てＩｉＭが
りをきまと定、総さ１［’'１
ましなたなⅨよ会jlL）］標
しなが、り綾ｌ）でま+津
たがらサまの体はし豈乳
゜ら風Ｊンし活質、たｌｌｆ
ｉｌ１ｌｔ能プたIUの乳。、検
進に’)・を強Ｉｌｌｉ農定
しなン椎化引協糺ｌ
てつグ進をき中合
いた〃し図卜．会の
〈た法てるげ議皿
こめがいたを室附
と、条くめ受で総
と調件こ、け開会

■
０
０
０
。
。
□
●
０
０
［

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

検定成績の活用を推進

中標津乳検組合
通常総会を終了

■
■
０
０
０
９
０
■
■
□
□
■
 

戸駐

気
象
概
況

こ
の
期
間
、
晴
れ
て
暑
い
Ⅱ
は
長

続
き
せ
ず
、
し
Ⅱ
を
中
心
に
天
気
が

ぐ
ず
つ
き
、
気
枇
の
低
い
岬
期
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
こ
の
期
間
の
平
均
気

概
、
降
水
迅
は
上
に
平
年
箙
の
兇
込

み
で
す
。

六
月
気
肥
の
梓
と
筒
気
脈
が
交
互

に
遮
り
、
天
気
は
数
Ⅱ
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。
気
温
の
変
動
が
入
き

い
兄
込
み
で
す
．

七
月
低
気
圧
や
前
線
の
影
騨
で
、

平
年
と
比
べ
て
曇
り
や
雨
、
ま
た
は

霧
の
Ｒ
が
多
い
で
し
ょ
う
。

八
月
晴
れ
の
Ⅱ
が
多
い
で
す
が
、

太
平
洋
高
気
圧
は
安
定
せ
ず
、
低
気

尿
や
前
線
の
影
響
で
大
気
の
ぐ
ず
つ

く
時
期
が
あ
る
で
し
ょ
う
》
気
洲
の

変
動
が
大
き
い
見
込
み
で
す
。

／
 

巳

、

３カ月予報
北海道地方長期予報 側

日
本
気
象
協
会
北
海
道
本
部

ノ

グ翌



五
月
二
十
八
日
、
南

「
じ
ゃ
が
い
も
伯
爵
ま

も
植
え
が
、
Ｊ
Ａ
青
年

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
い
も
植
え
を

た
が
、
天
候
不
順
で
一
一 南
中
の
圃
場
で
、

’
十
八
日
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

部
、
町
商
エ
会
青
年
部
合
同
で
行
な

五
月
二
十
四
日
に
予
定
し
て
い
ま
し

つ
り
＆
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
伯
爵
い

第
十
回
目
を
迎
え
る

毎勺

余裕の笑い？で作業闘始

伯爵まつりいも植え終了する

ま
た
、
圃
場
周
辺
の
環
境
籍
備
を
か

ね
た
ゴ
ミ
ひ
ろ
い
を
行
な
い
、
肥
料
袋

に
十
袋
近
く
も
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
焼
肉
を
Ⅲ
ん
で
伯
爵

ま
つ
り
の
成
功
を
願
い
、
交
流
会
が
行

・
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま中し子ラｌ
しにたがクに、'１
たはが悲夕［几１１］
･い、〈｜人は
ｂそ、発が、
Ｉ１ｉＹのっ進采ｘ
え後ま”’）膜
を、十と込に
終lll画くこみ恋
え調場ろ、ま
るにｌｒｌｉが〃ｊＬ
事進も機さプ
かみあ械あう
Ⅱ',’１名I）の{ン
求前ま鋼トク

じ
ゃ
が
い
も
伯
爵
ま
つ
り
＆

ふ
れ
あ
い
広
場
実
行
委
員
会

/ＰＳ》

回腸周辺のゴミひろい

' 
､ 

リ１１」１１ⅢＴ」〔Ｉ'］￣「｝すｉ－ｉ１ｉ、ｌ１状
ま下ンな￣ノＬＩ'］￣し）ｉＪＰ督７１[１１’ノルヒｖ

ｏｌノタ、六・辮jiii:鵯鯉庶$Mtllii#
熱IiWﾄﾞﾘ｢灘緬繊
艸緤孑ｌＩｉＴ下,(１判齢'l1Ii繩

羽＃oWiiii\ii1隔};nM糊
お｜・コ
て五る

，ルパニヒ鑿(ＬｌｌＬ升鰹!}''１
、 ノ

ｸﾞﾋｸﾞ 



開
催
Ⅱ
時
平
成
九
年
五
月
二
十
二
Ⅱ

場
所
中
標
津
川
農
協
中
会
議
室

〈
審
査
事
項
〉

．
、
貸
付
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に

つ
い
て

．
「
貸
付
金
利
率
の
鹸
高
限
度
の
決
定

に
つ
い
て

．
『
平
成
九
年
度
鵬
買
手
数
料
の
決
定

に
つ
い
て

川
、
平
成
几
年
度
販
売
手
数
料
及
び
利

用
率
の
決
定
に
つ
い
て

れ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
再
リ
ー
ス
及
び
リ
１
ス

料
に
つ
い
て

六
、
巡
Ⅲ
修
理
車
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
１
の

リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

七
、
共
済
事
業
広
域
推
進
奨
励
制
度
に

つ
い
て

八
、
新
規
就
農
省
の
認
定
に
つ
い
て

几
、
資
金
の
借
入
申
し
込
み
に
つ
い
て

十
、
平
成
八
年
度
北
海
道
酪
農
体
質
強

鰹
瘻
塗の
瞳
鰻

第
三
回
理
事
会

化
対
策
費
の
使
途
に
つ
い
て

十
一
、
珈
琲
牛
乳
一
例
パ
ッ
ク
の
製
遊

と
単
価
設
定
に
つ
い
て

十
二
、
酪
農
課
車
輌
の
リ
ー
ス
契
終
に

つ
い
て

１
三
、
参
事
の
解
任
及
び
選
任
に
つ
い

て

十
四
、
特
別
加
給
金
の
支
給
に
つ
い
て

十
五
、
機
構
並
び
に
職
務
分
掌
鋭
程
の

変
更
に
つ
い
て

十
六
、
役
員
報
酬
額
の
配
分
に
つ
い
て

〈
協
議
事
項
〉

『
第
四
次
地
域
農
業
振
興
計
向
及
び

農
協
長
期
経
営
計
両
に
つ
い
て

二
、
農
協
Ⅵ
十
周
年
記
念
に
つ
い
て

二
、
固
定
資
巌
監
査
の
Ⅱ
雁
に
つ
い
て

Ⅲ
、
役
員
研
修
に
つ
い
て

五
、
乍
乳
集
荷
運
賃
の
交
渉
に
つ
い
て

（
、
酪
農
協
会
総
会
参
加
と
乳
製
品
販

売
光
の
視
察
に
つ
い
て

七
、
新
店
舗
建
設
委
員
会
の
設
殻
に
つ

い
て

八
、
総
会
質
問
事
項
の
対
応
に
つ
い
て

九
、
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
と
畜
取
扱
い

状
況
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

『
平
成
几
年
度
四
月
末
組
勘
実
績
に

つ
い
て

ﾄﾞｳﾞ、

一
一
、
第
二
’
一
八
Ⅲ
中
標
津
町
農
協
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
日
程
に
つ
い
て

一
一
一
、
平
成
九
年
度
朱
乳
計
画
生
産
、
標

数
量
の
設
定
に
つ
い
て

四
、
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

五
、
平
成
九
年
度
酪
農
経
営
体
育
成
強

化
事
業
の
取
り
進
め
に
つ
い
て

六
、
全
国
と
も
補
償
に
係
る
資
金
の
拠

出
に
つ
い
て

上
、
平
成
九
年
度
生
乳
受
託
販
売
方
針

の
取
り
進
め
に
つ
い
て

八
・
平
成
八
年
度
生
ク
リ
ー
ム
な
ど
生

瀧
拡
大
促
進
事
業
の
実
績
に
つ
い
て

几
、
平
成
八
年
度
北
海
道
岫
乳
生
藤
安

定
化
対
策
費
の
収
支
決
算
に
つ
い
て

卜
、
平
成
九
年
度
碓
乳
止
販
経
費
控
除

に
つ
い
て

Ｉ
｜
、
平
成
九
年
度
肉
牛
セ
ン
タ
ー
の

状
況
に
つ
い
て

ト
ー
、
平
成
八
年
度
乳
牛
販
売
状
況
に

つ
い
て

十
二
、
牧
舎
運
営
状
況
に
つ
い
て

十
四
、
Ａ
コ
ー
プ
店
舗
の
情
地
契
約
に

つ
い
て

十
五
、
人
事
異
動
に
つ
い
てP■、

■●｡●。｡●｡●●■Ｕ●■■ロ●■■ゆ●■■■ＰＣ●■■●■■ｐ□ＤＣ｡■凸●■■｡●●■｡●■■■■

》
利
用
料
の
設
定

】■■■■■■■■1

まま各Ｉ緬允肥
すたな車以堆※※※※※いの迎平
･はお利１二肥タ堆排 家ポしで搬成
で、用の運イーＩ１Ｕｌ－水一一畜一テま、丁ｌｉｊＬ
ん申下旭搬ヤ台迩台・車台ふ台卜す組のｉ'三
粉しさ’Ｌ｢ﾄﾞエシ搬散十んジ･杵利度
工込る設とヨ平水台尿ユｎＪ|）ス
場み様定セベ以散皆科ラ
まはお蚊ツル上7lｊス嫌がり
で農願しトの快’
ご産いま－－ＩｎｌｊＬ１１几’二ご定ｒＩｉ
・連｜脱ししⅡ千下万千Ｔ利致並
絡売また二１ｺ］｜リ’'１円’'１１Ｍしび
噸課すの￣〃をまに
ぃ、。で｜I］おし雄

●
堆
肥
運
搬
車

●
ス
ラ
リ
ー
車

グ掌



ｎ
脚
［
阿
凶
同
鬮
］
〔
】
周
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
圏
］
南
出
昭
慶

一（九年五月一一十一一一口就任）
機
構
図
と
職
員
配
置
図
組
合
長
三
友
鱗
行

八
平
成
九
年
六
月
．
日
発
令
Ｖ

Ｚｎ 
■■ 

Ｐ白

ズグ



肘
こ
り
や
朏
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
人
は
垣
本
足

で
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
、
腕
は

府
の
筋
肉
で
、
ま
た
上
半
身
は
腰
で
支

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
紡
果
、

府
こ
り
や
腰
痴
と
い
う
、
人
間
の
帝
命

と
い
う
べ
き
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で

す
。

｜
肩
こ
り
の
原
因
と
予
防

ま
ず
第
一
に
肩
の
筋
肉
の
仙
い
過
ぎ

が
考
え
ら
れ
、
特
に
僧
帆
筋
が
熾
も
肩

こ
り
症
状
を
発
生
し
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
ス
ト
レ
ス
や

辿
動
不
足
と
も
深
い
関
連
が
あ
り
ま
す
。

｜
屑
こ
り
を
防
ぐ
た
め
に
、
普
段
か
ら

次
の
覗
に
心
が
け
る
こ
と
が
人
切
で
す
。

①
常
に
服
し
い
姿
勢
を
保
つ

②
提
時
間
Ⅲ
じ
姿
勢
を
と
ら
な
い

③
頚
に
疲
れ
を
感
じ
た
ら
微
に
な
る

④
規
則
的
な
休
息
、
入
滞
、
十
分
な
睡

眠
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

⑤
肩
こ
り
体
操
で
筋
肉
を
柔
軟
に
す
る

肩
こ
り
体
操
の
習
慣
を
！

｜
屑
こ
り
体
操
は
、
普
段
あ
ま
り
鈍
「

て
い
な
い
筋
肉
を
動
か
し
、
不
自
然
な

姿
勢
を
直
す
た
め
に
打
効
で
す
。
ゆ
っ

た
り
し
た
気
持
ち
で
服
し
く
行
な
い
、

一
度
に
全
部
や
ら
な
く
て
も
一
づ
か
．
一
》

っ
の
体
操
を
組
み
合
わ
せ
て
、
根
気
よ
く

長
期
間
続
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

､得、

北根室地区農業改良普及センター

！ 
5）両手をおなかの前で

組み、両腕をひろげ

て肩甲骨を脊柱に寄

せます

)基本姿勢背筋を伸

ばし、あごを弓’て、

肩から〃を抜きます

口｡ ＤＣ 

11,,j讃！対

6）肘を曲げないで腕を

前に伸ばし、出来る

だけ高く挙げます

iilijlliiili 
2）首を前後に倒します［垂勇、

鱸

鰄

鰄

Ｉ 

7）両肘を[H1げ、肩を前

から後ろまわし、次

いで同じように後ろ

から前にまわします

3〉首を左右にゆつく吃

倒します

欝
驫

8）両手を体の後ろで組

み、腕を伸ばしたま

ま後ろに挙げます

4）両腕を体につけて、

眉の挙げ下ろしをし

ます

グヴ．



鐸蒙，
根室管内Ｓ漁協青年部が大奉仕

1t〆 青
空
魚
市
開
催

屏召

新鮮な魚介類を買い求めるお客さん

当
日
は
、
曇
り
空
で
風
の
強
い
天

険
で
し
た
が
、
昨
年
同
様
、
漁
協
青

年
部
の
威
勢
の
良
い
か
け
声
に
大
勢

の
お
寡
さ
ん
が
集
ま
り
、
新
鮮
で
格

安
の
魚
介
類
を
買
い
求
め
て
い
ま
し

た
。

根
室
管
内
八
漁
協
の
青
年
部
が
、

地
場
産
品
を
直
販
す
る
「
青
空
魚
市
」

が
莊
月
二
１
四
日
、
Ａ
コ
ー
プ
中
標

津
店
前
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

硬弔

雪
も
溶
け
緑
か
映
え
る
季
節
と
な

り
、
．
段
と
廃
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
な

ど
が
、
立
っ
て
お
り
ま
す
。
牛
舎
周

辺
、
牧
場
内
、
ベ
ラ
線
に
散
乱
し
て

い
る
景
観
は
外
米
者
よ
り
兄
た
場
合
、

酪
農
イ
メ
ー
ジ
を
阻
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
良
い
印
象
を
リ
え
て
お
り
ま

せ
ん
。
櫛
度
、
環
境
整
備
に
む
け
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

Ⅲ
収
に
つ
い
て
は
蝉
門
業
荷
が
参
り

ま
す
。
ま
た
、
従
来
通
り
川
、
Ｊ
Ａ

に
於
い
て
も
一
「
一
分
の
．
の
助
成
処
置

を
因
っ
て
お
り
、
各
自
集
積
後
Ｊ
Ａ

に
連
絡
下
さ
い
。
本
人
持
ち
込
み
も

可
能
で
す
。

（
廃
棄
物
処
理
業
潜
・
道
東
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
）

／
 

、

、

乱

ラッフフイル

廃プラスチッ
などの処理

フイルム

廃 スチック
の処理

､印

農ｲ欄境整備に地域を
上げ清掃しましょう

ノ

Z’ 
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中標津町農協役員参事
ＯＢ会に参加して｡B…秋山政雄
昨年発足した農協役員参事ＯＢ会、本年は４目22曰２４曰

の両曰ホテル阿寒湖荘で開催致しましだ。

久しぶりに顔を合わせ、１７人参加でしだが永年|こ亘り＿緒
に仕事をし尼祷代を振返り、舌労した事や||霞しい話しに花を

咲かせ、楽しい一夜を過ごしましだ。これからの震協も時代

の変化で運営も大変だと、私共運営|こあたつ厄言は良き相談

害とし､助＝と協力をしなければと参加者全員の意見でした。
私共も老いて来るので、お互いに健康と幸せを求め来年も

皆んな元気で国会を誓いながら別711ましだ。最後に震協|こ大

変お世話になりました事を御礼申し上|+示す。

行式

青fF部独身者
ボウリング大会＆交流会想を上回る女性参加者に驚く

５円24曰、壽年部独身者ボウリング大会＆交流会か、ウコウホ

ウル、スナップ魔樹紫夢で開催されましだ。

llljl配されていた女性の参加言も、予想を上回る24人が参加し、

当初予定していたボウリングの男女ベアー戦を、急きょ|国人戦に

変える場面もあり、ヌトライワ、スペアを取ると歓声が上がり、

ガーターを出すと悔しがる参加害など、大変盛り上がりましだ。

‘｡=颪

まだホウリンワ終了後、

会場をスナック魔樹紫夢に

移し、表彰式、ゲームなど

を行ない時を忘れる程、

楽しい交流会となりまし7EＣ

和気あいあい.話もはずむ交流会

ｸﾞが



それぞれの環境づくりを考える
女I1L儲１K日帰1)研修旅行

５月22曰(木)|こ､女性部で環境整備について学ぶだめ､標
津町の酪農家を視察いだしましだ。

当曰の参加害は27人蕾で、午前10時に農協前を出発。北標

津の山下牧場と岩言牧場を訪問いだしまし厄。

；_U下さんでは、ラッブフィルム処理のための焼却炉と合

真剣に話しを聞く皆さん

|井澤|上唇を、岩倉牧場で

は牛舎内や、花壇を貝せ

鱗
（〃

ていただきましだ．

参加の皆さんは、 あい

にくの曇り空仁宅か力わ

す
自
ら
に 各視察先では臺置’､ 

を傾け．それぞれ巨

分の家で取り組んでいけ

る事を少しずつ考えてい

るようでしたｃ
行悟審l）ハイチーズサーモンパークに

おしゃべりしながら作品づくり
女性部青葉会和紙工芸教峯

５月16曰(金)に、女性部言葉会で和紙工芸教室を開催いだしま
しだ。

言葉会舅他、中堅部員も加わ'０参加害10人で実施、合回は、さ
くらほりきりから内藤店長が講甑として来て下さり、ティッシュ
ボックス池、押し絵やあとり絵など簡圭なものにチャレンジしま
しだ。

（’ 

鍔室

もう少しで完成です

参加の皆さんは楽しく

おしゃべりしながら、作

品づくりを進め．自分の

好みの和紙を貼り、それ

ぞれ達つだ感じのティッ

シュボックスが完成。キ

レィにできあかつ定作品

を前に大満足の様子でし

だ。
r指の那動にもなるね，と楽しく作業をしました

ｸﾞh夕



中標津町農協熟年桧

会員全員の参加

会総会

111をもＩ

I 

患とめて

５Ⅱ231」JAlIl標１１k大会議室において熟年会（会員

280人）の総会を開催しました。

ヒル｣ﾆ友一･会長の開会挨拶の後、議案第１号、平成

８ｲ'4度鴬業報告並びに収支決算、第２号計画、第３号

会費の政,Eなどを審議され総会を終えました。

６日農業後継満対策協議会

９１」｜Wf対役員会

12m第２回営農委員会

13ｐ農協鴎対総会

〃乳検組合総会

16日第１回管理購買委員会

20日第１１風lLE塵委員会

20日～23｢｜生命共済推進

22日第３回正'１１事会

26HBf藩地区畜牛品評会

30上１俵橋地区畜牛品評会

311」武佐､第２侯群ﾄﾞﾆｵ山区畜牛,IiI,評会

高校生の税の作文募集（
』

｜正1税庁では、次代をil1lう,rri杖と上のf『ざんに、さらに

税について興味をもっていただき、砦えていただくた

めに、税について学校で学んだことや、１２１分、身の経

験α体験．考えなどをテーマとした|↑文を毎年募集し

ています。平成８年度の応蕊数は、令道で2,464編､全

lI1では126,167編を数えてお'）ます。

応募要領は次のとおりですので、，針校生の皆さん、

綴って応募してください。優秀作IliT1iには、賞状と記念

ＩＩｉＴ１１を隅呈いたします。

○応募資格

，蔚校と|：であｵしばどなたでも応募できます。

○テーマ

税に|卿することであｵLぱ'１１でも結構です。次に例'｣〈

しましたが、これにとらわj1しる必喪はありません。

◆税や税務署についての意兇

◆税についで:橋1Vしたことについての意兄や感想

◆税務署や公共的な施設を兇戦したことがあればそ

の体験や1？|｣象

◆税についての家族の体験談やまわりの方の話を聞

いてｎ分が夢えたこと

○biji募点数と字数１人１編。3,000字以|ﾉﾘ。

なお、応募片の住所、氏ｆ'１，４１t校行、学年、学校の

所在地を記ilikしてください＞

○応募締切り

’F収９年９)１８１１()1)まで'二11k寄りの税務署へ提出し

てください。

根竈､蛎署根室１１了弥栄|llJ1「lll81ih1室地方合同庁舎

通話（01532）(3)３２６］番

東京中標津会

会薑募集のご案内のご案Hg￣ 

「東京中標津会｣は、東京を[''心に

首都県（千葉県、崎_EllFL、イIil余１１１県

など）に在住しているに'１標i二l1IllJにゆ

かりのある〃々で構成されています。

「東京!|'標i:|r会」は示会L11;'1ﾉﾉｺの親ば

く」と「ふるさと'１１標１１１の応援'１|」

として活動していますが、会の存在

を知らず入会のチャンスの無い刀が

まだﾈ11当数いると思われます。

峰､iと、’|蟹勤、lljXI11iなどによりriiIYll

閥に在住したがしている〃などが

いらっしゃいましたら料理遮算課ま

で､ご紹介ください．
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